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　当研究室では、極端紫外光実験施設の750MeV電
子蓄積リングからのシンクロトロン放射光を用いて、
固体および固体表面の光物性研究を行うと共に、国
内外の各大学・研究所からのユーザーと共同して放
射光利用の研究を推進している。
　研究内容はおおまかに分けると、次の様になる。
　１．固体における電子状態の解明と内
殻励起状態の減衰過程の研究。
　２．固体表面における電子遷移誘起反
応の研究。
　３．半導体清浄表面における極薄絶縁
体膜の生成と光物性研究。
　４．光電子スピン検出器、分光器、円
偏光素子、レーザーとの同期などの新し
い測定手法の開発研究。
　１では、ハロゲン化物、酸化物などの
種々の化合物の電子エネルギー状態の解
明およびエネルギー帯の分散の決定、お
よび各内殻準位の励起状態の減衰過程
（エネルギー移動や分岐割合）を求める
こと、に興味をもって、真空紫外から軟
Ｘ線領域におけるシンクロトロン放射光
を用いて、構成原子の内殻準位を選択的
に励起した際の共鳴光電子放出効果や角
度分解光電子放出を測定すると共に、電
子励起に伴う輻射過程や格子緩和に注目
して、発光の測定を行っている。
　２では、固体表面を光照射した際に生
じる、構成原子の光スパッタリング、吸

着分子の脱離・ドーピング、欠陥生成などの現象を
解明することに興味があり、発光分光法や質量分析
法を用いて、電子遷移によって誘起される表面での
原子・分子過程を調べている。特に、シンクロトロ
ン放射光はサブナノ秒のパルス光源であるので、こ
れを用いて光スパッタリングの動的振舞いを調べて
いる。
　３では、固体表面における電子状態に興味があり、
Si、Ge、GaAsなどの半導体清浄表面における吸着原
子・分子の電子状態や半導体上の２次元絶縁体薄膜
の表面内殻励起子状態について、光電子分光法を用
いた研究を行っている。
　４では、シンクロトロン放射光を用いた実験を行
うための新しい測定装置の開発や新手法の試行研究
を行っており、スピン偏極光電子分光のためのスピ
ン検出器、真空紫外から軟Ｘ線領域の斜入射・直入
射結合型の分光器、円偏光発生のための挿入型光源、
フェムト秒が見れるフォトンエコー法、レーザーと
放射光の同期実験などに取り組んでいる。
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